
2020 年 1 月 

発行 理事会 

生活クラブ生活協同組合 

〒524-0044 

滋賀県守山市古高町 110 番地 8 

TEL 077-514-2028  

組合員数 2,495 名 

 

新年、あけましておめでとうございます。 

2020年が始まりました。私たちは、今年 11年目を迎えます。                    

昨年も、台風や大雨などの災害によって私たちの生産者を含めた多くの方が被害を受けました。

とても、悲しい辛い経験です。                                      

「まさか」が毎年のように起こる時代になっています。そんな中で、私たちの命を支える食料を

どの様に確保するのか？生活を支えるエネルギーの発電方法はどんなものなのか？困った時は、

どの様に助け合うのか？そして、自分たちで雇うでも雇われるでもない働き方を作り出せない

か？という事を具体的に形にしていきたいのです。人任せではなく「私たちの生活は自分たちで

作っていく」これができるのが、生活クラブです。                                          

今年は、過ぎた 10年を振り返りつつ、これからの 5年先 10年先を見据えて中期計画を策定して

いきます。そして、昨年から学習会や会議を重ねて準備してきた、2020シャボン玉フォーラム in

しがも開催します。環境問題が叫ばれる昨今、これを機会にますます石けんの良さを確認し広が

っていく事願っています。学習会や生産者交流会、連続 LP講座も開催していく予定です。ぜひ、

ご参加ください。      

私たち組合員ひとりひとりが主役です。今年も、新しい仲間を増やし、沢山の組合員と出会い、

繋がっ て、活動の輪が広がっていく事を楽しみにしています。                       

生活クラブの 11年目を、みんなで作り上げていきましょう！！     副理事長 上田 佐和 

 

めざせ♪２，７００名♪♪ 

冬の仲間づくりキャンペーンに

取り組みます♬ 
 

2019年度の組合員数目標は、2700名。台風被害などの影響で供給高は減ってしまいました。（生産者は

もっと大変です！）組合員数は目標に達成したいと思い、冬の特別キャンペーンに取り組みます！ 

お友だちを紹介すると、紹介してくれた組合員に「だし醤油 1 本」プレゼント♪  さらに、そのお友だ

ちが加入したら、組合員とお友だちに「なたね油丸缶１本」プレゼント♪♪  もちろん組合員には今まで

どおり、50％割引カードもあります。「だし醤油」「なたね油」ともに、組合員おすすめ消費材です♪♪♪  

1月から 3月 20日までの限定キャンペーンです。 

 



☆Ｎｅｗ消費材登場☆ 
「こんな消費材が欲しい！」「ここを改善してほしい！」と組合員の要望から、また生産者からの提案を、

全国の組合員の代表が集まって相談して（連合消費委員会）、今回新しい消費材が登場します♡ 特に気に

入ったNew消費材を紹介します。 

★美食百彩 やわらかこんにゃくの煮物★ 試食した印象は『驚くほどのやわらかさ。おはしで切れま

す！』 08週から取組み開始。 

★米ごのみサラダせんべい★ 横浜からの要望。試食した印象は『これこそ、サラダせんべい。おいし

い！！』 08週から取組み開始。 

♪2019連続生産者交流会♪ 

第６弾 竜王町稲作経営者研究会さん 
11月 26日（火）大津市平野公民館に、竜王町の稲作経営研究会会長

の臼井さんと若手の園田さん、そして JA グリーン近江の伴さんに来

ていただき、お話しを聞きました。稲研さんは現在 21名。心強いこと

に、子育て世代の生産者がいます。後継者がいない田んぼも引き受けて、

たくさんの田んぼの管理をしているそうです。竜王町の耕作放棄地が

増えないようにがんばってもらいたいですね。竜王町の牛糞を堆肥と

して使い、地域循環型農業の第一歩を踏み出しました。臼井会長が生活

クラブの生産者になって嬉しかったことは、全国の生産者と繋がった

ことだそうです。お話しの後は、新米でおにぎりを作り、みそ汁とお漬物のお昼ごはんを食べました。 

感想  ・「川の近くに田んぼがあることで、災害から街を守っているお話しな

ど、子どもたちに伝えたい内容がたくさんでした。」 

・「『農薬をかけると、自分自身が一番あびる。』という言葉が印象的でした。」 

・「川の近くに田があることで、災害から街を守っているお話しなど、子どもたちに

伝えたい内容がたくさんでした。」 

・「肥料と除草剤をぬく考えはないように見受けられ、自然農的なお米の一般流通は、

まだ遠いように感じました。」 

第７弾 伊賀有機農産さん 
12月 16日（月）治田東コミセンに、伊賀有機農産センターさんの生産者 6名が初めて滋賀に来られまし

た！50代から20代までの生産者で、それぞれが農園経営者で、無農薬無化学肥料で野菜を作っています。

パート従業員を雇っている生産者もいます。「有機認証の基準でも使ってよいものもあって、考え方でいろ

いろ広がってしまうのでややこしい。使わないのが一番すっきりする！」とおっしゃっていました。就農し

たり、離農したりと、生産者を続けるのも大変そうですが、野菜 BOXが始まるころに就農し、収穫祭で結

婚式をした木下さんがりっぱな生産者に育っていました。若手の生産者もいて、今後が楽しみになりました。

生産者のお話し、白菜・大根・キャベツ・菜っ葉の調理、一緒にご飯と盛りだくさんの交流会でした。 

感想 ・「無農薬野菜や露地野菜＝普通の野菜 ということがもっと広まってほしい。有機野菜を食べていると

いうと驚かれるので、身近でおいしくて安心で誰でも買えることを、まわりにも伝えたい。」 

・「生産者から『虫食いはどれ位が許容か？』や『どんな野菜が食べたいか？』など、まさに“売り手・買い手”

という関係ではなく、“一緒に作り上げていく”ということを実感した交流会でした。」 



♬伊賀有機農産センター収穫感謝祭♬ 
毎年開催されている収穫感謝祭、たくさんの組合員家族が集まります。滋賀からは 26

組の参加でした。（参加の車の台数を大阪や京都などと調整するので、申し込み後の

駐車場代の返金はできません。）自然の中で、大人も子どもも、楽しく過ごしました。

直接、生産現場へ出向き、生産者と話し、また野菜 BOXを使っている組合員同士で

使いこなし方を共有するなど、実りの多い一日でした！ 

野菜 BOX登録して、食べましょうネ♡ 

♬2019連続ライフプラン講座♬ 

第 7弾 プラチナ世代のライフプラン 

～人生 100年時代に備える～ 
12月 9日（月）草津市立まちづくりセンターにて、藤井さんを講師に行われました。年金は老後の生活の

下支え、有ると無いでは大違いです。また、手続きや確認は怠らないことが大切。年金定期便はきちんと中

を確認しましょう。自分らしく生きる 4つの柱は、身体的・経済的・生活的・精神的自立です。脳を活性化

させるためにも、新しいことに挑戦して、前向きに生活していくことが大事だとおっしゃっていました♡ 

《エコライフのつどい》に参加しました✨✨ 

新横浜駅、徒歩 7分、スペースオルタ（オルタナティブ生活館）にて開催された、《エコライフのつど

い》に参加し、「海〜消えたプラスチックの謎」の上映と、大学准教授の原田貞夫氏の「未来のために知

っておきたい海とプラスチックの話」をお聞きしました。 

＊映画＊プラスチックゴミの問題はすでに 20 年程前から言われ始めました。リサイクルやゴミ処理で処理しき

れなかったものが、川などを通じて海に。しかし、排出されているゴミが海のどこに溜まっているのか？と追跡

するなか、2014 年ごろから世界各地の学者たちがそれぞれの分野で研究する中で、マイクロプラスチックが発

見され始めました。そして、それが食物連鎖と生態系に影響を及ぼしていることが分かり始めたのです。 

＊亀岡市レジ袋禁止「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」の立役者 原田先生のお話は、すごく分かりやすく、

啓発活動の大切さを改めて感じました。また、2015 年にハワイでの世界初「レジ袋禁止」をかわきりに、世界各

地でレジ袋禁止やプラスチック製品禁止の法律や条例が制定されました。ニューヨークでも 2019.7.1 から発泡

スチロールトレー禁止（肉や魚、ホットドックなどをのせているあれです）罰金 10 万円‼️ケニアでは、使い捨

てプラスチックを持っているだけで、罰金 400 万円‼ 海外では、立派な犯罪行為なのに、日本はまだまだだな、

と痛感しました。市民として、条例や法律を作らせる活動をしていく必要性も感じました。 

1.29 老い支度を考える〜ゆるやかな連絡会 in関西 に参加しました。 

「ゆるやかな老い支度」冊子から見る高齢期の生活設計 @大阪ドーンセンター  関西 6単協企画 

おおよそ 100人が、滋賀でもおなじみ、ＦＰの会、藤井さんのお話に耳を傾けました。4つの切り口 

お金、住まい、からだ、生きがいから考える、どう暮らしたいか？自分で考えて決める。目の前の生活に

追われがちですが、先のことをイメージする機会を家族で持ったり、資産簿を作ったり、具体的に動ける

ヒントが盛りだくさんでした。2部は、庄内の FEC自給ネットワーク構想の現状の報告を生活クラブ共

済連 政策企画部 小泉さんよりお話。長年にわたり産地としてのつながりから、こんな取組に発展するな

んて、面白いですね！関西でも FEC考えていきたいですね♡※「FEC自給圏」＝経済評論家の内橋克人氏が提唱されています 



生活クラブの資源を大切に、ゴミを減らす為のリユース等、私も同感ですが、ずっと不思議に思う事があ

ります。それはロールペーパーの芯・・・市販品でも他の生協でも芯なしのロールペーパーが出ています。

再生紙で作ったロールペーパーなのに、芯はゴミとなります。多分、生活クラブの事なので研究中なので

しょうが・・・芯なしのロールペーパーを是非消費材として、出していただきたいです。 

 

 

 

 

 

Q.    さざなみへ質問が届きました♪ 

 

 
 

A.  たしかにそうです。肉トレーも同じですね。芯なしのロールペーパーを作ろうとすると、そのたね

に生産者が設備投資をしなければなりません。すると、消費材価格が上がります。全国の組合員の同意が必

要になります。すぐに改善するのは難しいです。そこでちょっと視点をかえてみると、芯も紙資源。今でき

ることとして、古紙回収へ回してください。 

 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

        

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

   NO-NUKES委員会 
リフレッシュツアー 

委員会 

コンチェルティーノ 

学習会 
 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

  長浜試食説明会 
シャボン玉フォーラム 

実行委員会 
 

消費委員会 

湖南学区会 

 

長浜試食

説明会 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

  
NON-GM委員会 

長浜試食説明会 
野菜BOX学習会 ライフプラン講座 

チョコ作り 

守山市学区会 
北大津学区会 

信楽プロ

ジェクト 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１  

 中・南大津学区会 
美勢商事さん 

生産者交流会 
湖東（全域）学区会  理事会  

生活クラブへの質問や、お悩みを募集しています！ 

⇩切り取って、配送担当にお渡しください⇩ 

さざなみ ぎもん・お悩みズバッと解決コーナー・Q＆A 質問用紙 

待ってるよ～♡／ 

 

 

 お名前（               ） 

さざなみにお名前を掲載してよろしいですか？ （ はい ・ いいえ） 


